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i m a d e g aw a京都の伝統織物の情報発信プロジェクト

　西陣の地で学び、生活している私たちが、その地の重要な 
伝統産業である織物業のことをほとんど知らなかった。春学期に
龍村 光峯先生の講義を受け、西陣で織物業を営んでおられる
職人の方々に取材させていただいて、私たち受講生はその事実
に気づきました。
　錦織物製作の過程には、確かに「たてとよこの物語」があり 
ます。細かく分ければ70もある工程が専門分業化されていて、次
から次へとバトンを渡すリレーのように繋がっていき、完成へと向
かう。そして、そのそれぞれの工程には、親から子へ、子から孫へと
代々家業として受け継いでいる方々がおられるのです。不況や後継者不足で伝統が途絶えるということは、そのたてと
よこのつながりが途絶えてしまうということなのです。この西陣の地に住む私たちが、少しでも錦織物の魅力を伝え、伝
統を守る手助けができればと思い、このプロジェクトを進めてきました。取材し、企画を立て、私たちオリジナルの錦織物
である「煉志光紋」を制作し、カフェイベント、展示会･座談会を開催する過程で、温かいご支援を下さった職人の方や
企業の方、興味深く展示を見てくださった学生の方、新聞を読んで錦織物に関心を持ってくださった地元の方など、私
たち自身も多くの人と出会い、あらためて人と人との繋がりを感じる機会になりました。

3.プロジェクトを通じて t h r o u g h  a  p r o j e c t

c o l u m n

［ 各メンバーの感想 ］

¡「伝統」とは、人と人の繋がりの中で生まれるもの。伝統の中で生かされている事、人と人の繋がりの中で 
	 生かされている事を感謝し、実感することの大切さを学びました。

¡座学では体験することのできない企画力・行動力・コミュニケーション力をつけることができました。チーム 
	 ワークや思いやりの重要さも知ることができました。

¡直接会って話すことの大切さを知り、プロジェクト以外のことでも話せるような人間関係が築けたと思います。

¡普段は話す機会がないような職人の方々や企業の方、また学部も学年も違うメンバーと協力して、一つの 
	 ものを作り上げることの難しさや喜びを知ることができました。

¡多くの人に支えられていることを知り、感謝する心を持つことができました。これからは、いただいたものを社 
	 会に返していけるような大人になりたいと思います。

¡チームとして多数の人間で何かを形成していくことの難しさを知りました。たくさんの悩みやせめぎ合いを体 
	 験しながら、社会の入り口を僅かに覗く、素晴らしい機会をいただいたと感じています。

¡想像もできなかった職人さんの知恵、技術、精神等を目の当たりにしたことで、ものづくりの本質を支える 
	 方々や生み出された「もの」への感謝の気持ちがいっそう強くなりました。物事の本質を見極め、感謝の 
	 気持ちを持ってこれからを生きていきたいです。




